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国
土
強
靭
化
基
本
法
に
基
づ
き「
舞

鶴
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」を
策
定
。

こ
れ
は
、法
律
の
趣
旨
な
ど
を
踏
ま
え
、

国
、府
、市
民
、事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、

大
規
模
自
然
災
害
な
ど
か
ら
速
や
か
に

復
旧
・
復
興
で
き
る
安
全
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、ま
た
、市
が
担

う
国
土
強
靭
化
を
支
え
る
日
本
海
側
の

重
要
拠
点
と
し
て
の
役
割
、機
能
を
将

来
に
わ
た
っ
て
果
た
す
た
め
の
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。

基
本
的
な
考
え
方（
左
表
）に
基
づ

き
、集
中
豪
雨
や
地
震
、津
波
と
い
っ

た
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、35
の「
起
き

て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」を
想
定

し
た
脆
弱
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

13
の
施
策
分
野
ご
と
に
推
進
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、計
画（
案
）に
対
し
、市
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民

意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
い
て
意
見
を

募
集
し
た
結
果
、７
件
の
提
出
が
あ
り

ま
し
た（
募
集
期
間
：
11
月
１
日
～
30

日
）。寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、意
見
を
踏

ま
え
修
正
な
ど
を
行
う
も
の
が
２
件
、

そ
の
趣
旨
を
施
策
展
開
に
反
映
さ
せ
て

い
く
も
の
が
３
件
、意
見
の
趣
旨
が
既

に
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
２

件
で
し
た
。

【
閲
覧
で
き
ま
す
】

計
画
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、危
機

管
理
・
防
災
課
や
企
画
政
策
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理・防
災
課（
☎

66
・
１
０
８
９
）か
企
画
政
策
課（
☎

66
・
１
０
４
２
）へ
。

小
学
校
で
佐
波
賀
だ
い
こ
ん
の
出
前
授
業

舞
鶴
発
祥
の
「
京
の
伝
統
野
菜
」
を
知
る

今
年
も
、市
内
の
小
学
校
で
生
産
者

が
講
師
と
な
り
、佐
波
賀
だ
い
こ
ん
の

育
て
方
や
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
出
前
授
業

を
実
施
。実
際
に
児
童
が
佐
波
賀
だ
い

こ
ん
を
栽
培
・
収
穫
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
お
り
、地
域
の
誇
れ
る
特
産
品

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

佐
波
賀
だ
い
こ
ん
は
、普
段
口
に
す

る
機
会
の
多
い
青
首
大
根
よ
り
約
2
～

3
倍
の
栽
培
期
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

第
２
期　
夢・未
来・希
望
輝
く「
舞
鶴
っ
子
」育
成
プ
ラ
ン

（
案
）に
ご
意
見
を

子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
夢
・
未
来
・

希
望
輝
く「
舞
鶴
っ
子
」育
成
プ
ラ
ン
が

3
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
推

進
し
、時
代
の
変
化
に
応
じ
た
施
策
を

講
じ
て
い
く
た
め
、親
育
ち
・
多
世
代
に

わ
た
る
子
育
て
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト（
潜

在
能
力
を
引
き
出
す
力
）の
向
上
や
子
ど

も
の
健
や
か
な
育
ち
の
支
援
の
あ
り
方
、

配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
と
保
護
者
な
ど

へ
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
明
記
し
た

第
2
期
計
画（
計
画
期
間
：
令
和
2
年
度

～
6
年
度
）の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、本
プ
ラ
ン
の
案
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制

度
）に
基
づ
き
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

�
提
出
方
法　

様
式
は
自
由
。住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
入
し「
第
２
期　

夢
・
未
来
・

希
望
輝
く『
舞
鶴
っ
子
』育
成
プ
ラ
ン（
案
）

に
対
す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か
持

参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）で
子
ど
も
支
援
課
へ
。匿
名
、

電
話
、口
頭
で
の
意
見
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

�
募
集
期
間　

２
月
21
日
㈮
ま
で

�
計
画（
案
）の
公
表
場
所

子
ど
も
支
援
課
、幼
稚
園・保
育
所
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分

室
、子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー
、中
・

東
・
西
・
南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、

東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載（
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

�
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て

最
終
案
を
作
成
。ま
た
、意
見
の
概
要
と

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し

公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・

１
０
０
８
、℻ 

62
・
７
９
５
７
）へ
。

根
の
部
分
は
水
分
が
少
な
く
繊
維
が
豊

富
で
、お
ろ
す
と
辛
み
が
強
く
、煮
る
と

辛
み
が
和
ら
ぎ
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感

が
特
徴
で
す
。葉
の
部
分
は
た
ん
ぽ
ぽ

の
よ
う
に
地
面
に
広
が
り
大
き
く
成
長

す
る
た
め
、炒
め
も
の
や
天
ぷ
ら
に
し

て
も
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

《
農
林
課
》

成
人
式 

厳
か
に
、華
や
か
に

人
と
の
つ
な
が
り
・
感
謝
を
胸
に
将
来
の
夢
や
目
標
を
誓
う

１
月
12
日
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
成

人
式
を
開
催
。華
や
か
な
振
り
袖
姿
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
約
６
７
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。式
典
で
は
新
成
人
の

代
表
３
人
が
将
来
の
夢
や
ふ
る
さ
と
舞

鶴
へ
の
想
い
を
つ
づ
っ
た
新
成
人
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
ほ
か
、日
星
高
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
演
技
も
披
露

さ
れ
、新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、恩
師
や
職

場
な
ど
か
ら
の
お
祝
い
の
手
紙
や
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
た
り
、久
し
ぶ
り

に
会
う
友
人
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
し

て
、再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

《
地
域
づ
く
り
支
援
課
》

消
防
出
初
式
を
実
施

２
０
２
０
年　
災
害
の
な
い
ま
ち
に

１
月
12
日
に
消
防
出
初
式
を
実
施
。

式
典
後
、潮
路
通
り
で
海
上
自
衛
隊
舞

鶴
音
楽
隊
を
先
頭
に
消
防
職
団
員
と
東

西
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
分
列
行
進
、消

防
車
両
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、五
条
海

岸
一
帯
で
海
上
自
衛
隊
第
23
航
空
隊
に

よ
る
祝
賀
飛
行
や
海
上
保
安
部
巡
視
船

に
よ
る
放
水
展
示
、消
防
車
両
に
よ
る

一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、当

日
は
前
島
み
な
と
公
園
で
消
防
車
両
の

展
示
を
行
い
、子
ど
も
連
れ
の
家
族
を

は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
見
物
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。今
年
も
火
事
の
な
い
安
全

安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て
訓
練
に
励

み
ま
す
。

《
消
防
本
部
》

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会

西
消
防
団
員
が
府
代
表
で
出
場

昨
年
12
月
20
日
、東
京
都
で
令
和
元

年
度
全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会（
主

催
：
消
防
庁
）が
実
施
さ
れ
、府
代
表
と

し
て
西
消
防
団
の
柴
田
久
史
さ
ん
が
出

場
。「『
消
防
団
員
』で
よ
か
っ
た
。」と

題
し
、自
身
の
消
防
団
員
と
し
て
の
経

験
か
ら
感
じ
た
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

審
査
員
で
消
防
応
援
団
の
蝶
野
正
洋

さ
ん
か
ら
は「
団
員
の
皆
さ
ん
が
行
っ

て
い
る
消
防
活
動
や
市
民
活
動
に
感
謝

す
る
と
同
時
に
、消
防
応
援
団
と
し
て

皆
さ
ん
の『
ま
ち
を
守
る
』と
い
う
気
持

ち
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
広
く
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
っ
た
」

と
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、消
防
団
活
動
の
一
層

の
活
性
化
の
た
め
、消
防
団
活
動
に
関

す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
、そ

の「
内
容
」「
意
見
性
」「
発
表
力
」を
評
価

し
、優
れ
た
も
の
は
、消
防
庁
長
官
が
表

彰
、全
国
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

《
消
防
本
部
》

▲生産者が講師となって出前授業を実施

▲再会に笑顔がこぼれる▲赤れんがと振り袖の風景は舞鶴ならでは ▲今年度は全国から12 人の消防団員が出場

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定

大
規
模
自
然
災
害
等
に
強
い
地
域
に

舞鶴市国土強靭化地域計画
計画期間 2019 年 12 月～ 2025 年３月

基本目標

①人命の保護が最大限に図られること
②舞鶴市内の重要な機能が致命的な障　
　害を受けず、維持されること
③市民の財産及び公共施設に係る被害　
　の最小化に資すること
④迅速な復旧復興に資すること
⑤日本海側国土軸の形成、太平洋側の
　バックアップ機能の確保に資すること

基本的な
方針

①国土強靭化の取り組み姿勢
②適切な施策の組み合わせ
③効率的な施策の推進
④地域の特性に応じた施策の推進

▲式典は厳かに執り行われた

▲海に向かって一斉放水


